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心が動くと会社が動く
ーひらめき会議クリエーションー
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日本の現状
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生産性は上がっていますか？

✓ 日本の時間当たり労働生産性（就業1時間当たり付加価値）は47.9
ドル。OECD加盟37カ国中21位。※2019年

✓ 日本の１人当たり労働生産性は、81,183ドル（824万円）。OECD
加盟37カ国中26位。※2019年。

理由

✓ 付加価値を生む力が弱い。

✓ ひとつの仕事に関わる人数が多く、時間をかけすぎている。

社内会議に費やす時間は部長級で8.6時間／1週間＝年平均434.5時間（パーソル総合
研究所調べ）

出典：日本生産性本部
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研ぎすまし
Smart（能率）

多くの知性が
Share（共有）

響き合う
Synergy（融合）

準備
事前資料
機器設定
ゴールの明確化
参加者の選定

会議運営
所要時間
タイムキーパー
ネクストアクション・To do
ファシリテーション助言

会議後
議事録
議事録作成時間
もれなくダブりなく

評価
パフォーマンス・貢献度測定
人事考課

オープン化
意思決定プロセスをクリスタライズ

データベース化
キーワード・履歴検索
ナレッジシェア
今と連携（関連部署・上司）
過去と連携（終了プロジェクト）
学び・視野の広がり・知の地平線
教訓・振り返り・応用

情報管理
個人情報
守秘義務・セキュリティ

化学反応・相乗効果
ひらめき・イノベーション
発見
一体感（ワンチーム）・チームスピ

リット
コラボレーション

心理的安全性
話しやすさ
雰囲気
雑談

熱意・モチベーション・やる気
満足度
主体性
提案採用・承認欲求充足

会議を変える３つの「S」
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ピーエムグローバルの強み
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事業概念図
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会議運営システム（仮称）

ファシリテーター
の派遣／研修

会議の参加者

顧客企業システム使用料
コンサルタント
料

PM Global
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使用概念図
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議事録くん（仮称）

上司・関係部

人事部

議事録・レポート

評価シート

参照・振り返
り

データベース

議事録・レポート



© 2022 PM Global, Inc. All rights reserved

One Team概念図

PM Global

コンサルタント料

Biz Consulting

AI CompaniesAcademy
Sponsor

システム使用料・開発費 配当・利払・返済

投資・貸付

議事録校正Accelarator

校正料

AI ソリューション

コンサルタント原稿
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リアルタイムに議事進行をサポート

オンライン

オフライン
顔登録と
名前登録

音声と画像
を検出

ウェブ連携

ウェブ管理システムAIエンジン

• ログイン
• セミナーリスト
• セミナー詳細
• 顔名前一覧など

司会者へ会議運営に関する適切なアドバイスを行い、会議の質を高める。（発言が
活発でないので、5分休憩を入れよう、ちょっと冗談を言って場を温めよう、など）
※会議の状態をAIが判断し、これまでの類似状況でのベストな解決策を提示する。

AIファシリテーターシステム ＊ファシリテーター：スムーズな会議を実現するための進行役。中立的な立ち位置から意見の対立を
調整したり、積極的な意見交換を促したりするなど、有意義な会議を行ううえで重要な役割を果たす
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日本の労働生産性を向上させる

日本の労働生産性は、OECD加盟国38か国中23位と、先進国の中でも低い（「労働生産性の国際比較2021」、国
際生産本部調べ）。特に、製造業の生産性との比較でも、ホワイトカラーの生産性に革命的な変化を起こすことが
喫球の課題となっている。

本事業で顧客企業における意思決定や合意形成を早めて、状況を改善したい。

人工知能（AI）により会議中の状況（活発な意見交換が行われているか、会議の目的を達成できているか、タス
クや課題・責任者・期日が明確となっており関係者間で共有されているか、など）を、参加者の心理状態を含め
て分析し、これらの情報を会議の運営にリアルタイムで活用していくことで、会議の質やスピードを向上させる
ことが可能となる。



© 2022 PM Global, Inc. All rights reserved

APPENDIX
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（イメージ）評価シート① 言葉と表情・声による感情分析



© 2022 PM Global, Inc. All rights reserved

（イメージ）評価シート② ※感情変化の可視化
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（イメージ）評価シート③ 会議の総合評価、アドバイス
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おわり


